
　

平
成
27
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
32
億
2
５
３
万

8
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
3
億
４
６
８
万
3
千

円
（
10
・
５
㌫
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
総
額
は
対
前

年
増
と
な
り
ま
す
が
、
歳

入
の
半
分
以
上
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
減
額
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歳
出

に
お
い
て
は
、
財
政
推
計

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
現

在
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
新
た
な
発
想
に
よ

る
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
安
全
で
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
小

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
活
用
な
ど

教
育
施
設
の
整
備
、
移
住

者
向
け
住
宅
の
建
設
、
日

野
病
院
と
鳥
取
大
学
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
日
野
町

の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
に
入
っ
て
く
る
お
金

は
、
町
自
ら
の
手
で
得
ら

れ
る
「
自
主
財
源
」
と
、

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や

補
助
金
な
ど
に
よ
る
「
依

存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
主
に
町
民

税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
の
町
税
や
使
用

料
な
ど
で
、
5
億
６
５
６
８

万
１
千
円
（
歳
入
の
17
・

７
㌫
）
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源

は
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
、
町
債
な
ど

で
、
26
億
３
６
８
５
万
7
千

円
（
82
・
３
㌫
）
と
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割

合
が
大
き
い
順
か
ら
見
て

い
く
と
、
地
方
交
付
税
が

17
億
３
６
１
７
万
5
千
円

と
54
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
町
債
が
３
億
７
３

８
０
万
円
（
11
・
７
㌫
）、
町

税
が
3
億
５
３
９
７
万
８
千

円
と
続
き
ま
す
。

　

町
が
支
払
う
お
金
で
一

番
大
き
な
割
合
を
占
め
る

の
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者

の
自
立
支
援
お
よ
び
保
育

所
、
福
祉
事
務
所
の
運
営

な
ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
、

6
億
５
４
６
１
万
５
千
円

で
、
20
・
４
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

次
は
、
予
防
接
種
や
母
子

保
健
、
ご
み
収
集
や
三
町

衛
生
施
設
組
合
負
担
金
（
ご

み
焼
却
や
し
尿
処
理
）
な

ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
で
、

5
億
９
５
６
１
万
４
千
円

（
18
・
６
㌫
）
で
す
。
そ
の

う
ち
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
助
成
対
象
を
拡

充
（
16
歳
〜
64
歳
）
し
、
町

民
の
病
気
予
防
・
健
康
増
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

続
い
て
公
債
費
は
、
前
年

度
と
比
べ
、
５
８
５
５
万
円

の
増
で
5
億
３
９
４
３
万
円

（
16
・
８
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
県
西
部
地

震
の
復
興
費
と
し
て
借
入
れ

し
た
県
か
ら
の
有
利
子
貸
付

金
を
繰
り
上
げ
返
済
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
来
年
度
以

降
は
、
大
幅
に
減
額
と
な
る

見
込
み
で
、
将
来
を
見
据
え

た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
費
は
3
億
２

３
１
８
万
6
千
円
（
10
・

１
㌫
）
で
、
保
小
中
一
貫

教
育
や
学
校
教
育
、
公
民
館

運
営
な
ど
に
使
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
黒
坂
小
学
校
変
則

複
式
学
級
の
解
消
や
中
学

校
１
年
生
の
30
人
学
級
推

進
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
学

習
環
境
の
整
備
を
図
る
ほ

か
、
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
・
プ
ー
ル
改
修
な
ど
を
行

い
、
教
育
施
設
の
整
備
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

町
図
書
館
に
つ
い
て
も
、

保
育
所
や
学
校
へ
引
き
続
き

図
書
館
司
書
を
配
置
す
る
ほ

か
、
町
図
書
館
と
学
校
図
書

館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
図
書

情
報
シ
ス
テ
ム
）で
つ
な
ぎ
、

相
互
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
の
開
館
20
周
年
事
業

を
行
い
ま
す
。

　　 今 年 度 の 予 算 は 、 町 の 重 点

課 題 で あ る 子 育 て 支 援 、 若 者 の

定 住 化 対 策 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉

の 連 携 を 本 格 的 に 展 開 す る 予 算

と な っ て い ま す 。 そ し て 、 平 成

26 年 度 補 正 予 算 に 計 上 し た 地 方

創 生 事 業 と 一 体 的 に 運 営 し 日 野

町 版 地 方 創 生 の 実 現 を 目 指 し ま

す 。 ２人の喜びの
声をインタビ
ュー

この煌き、き
っと忘れない
ー。

「若き日の思
いや決意をし
っかり胸に刻
み、

  それぞれの
夢や目標に向
かって進んで
ほしい」

平成26年度
日野町民体育
祭 ▶うまく取れるかな？メダ

カすくい

▼現代にいたころの思い出がこみ上げる▲歴史が交差したこの地から、未来へ向かって。きらりと光るまちへ

2きらりと光る　まち　日野町

戦後70年。平和を考
える一年に▲昭和 30 年代の木島玩具店と写真館（右）
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町
の
特
色
を
生
か
し
た

事
業
に
取
り
組
み

町
再
生
へ
つ
な
げ
る

一般会計予算総額は
３２億２５３万８千円

平成２７年度当初予算の概要

平
成
27
年
度
当
初
予
算

平成 27年度当初予算編成方針

　国・地方を通じ地方創生が最重要課題となっています。本町では人口減と少子高

齢化に拍車がかかる中、福祉施策をはじめとし、教育環境の整備、子育て支援、住

宅整備など移住定住へ向けた対策、農林地の荒廃防止と後継者対策、高度情報化社

会への対応など、町民の皆さんの生活と安心を守るための重要な政策課題が山積し

ています。

　こうした課題などに対応するため、町の平成 27 年度予算は、平成 26 年度地方

創生分補正予算と一体的に運営し、日野町における地方創生の実現を目指します。

町税
3 億 5,398 万円

１１．１％
繰入金
１億 4,545 万円

４．５％

諸収入
1,971 万円

０．６％

町債
3 億 7,380 万円

１１．７％

その他①
4,654 万円

１．５％

3 億 5,398 万円 繰入金繰入金

自主財源
5億 6,568 万円
１７．７％

地方交付税
17 億 3,618 万円

５４．２％

国庫支出金
1 億 7,260 万円

５．４％

県支出金
２億 5,199 万円

７．８％

その他②
1 億 229 万円

３．２％

依存財源
26億 3,686 万円
８２．３％

歳入

議会費
6,933 万円

２．２％

総務費
5 億 3,858 万円

１６．８％

民生費
6 億 5,462 万円

２０．４％

衛生費
5 億 9,561 万円

１８．６％

農林水産業費
2 億 4,437 万円

７．６％

商工費
739 万円
０．２％

土木費
2 億 1,017 万円

６．６％

消防費
1,484万円

０．５％

教育費
3 億 2,319 万円

１０．１％

公債費
5 億 3,944 万円

１６．８％

予備費
500 万円
０．２％

歳出
※その他②
▶地方譲与税、利子割交付金、配
当割交付金、地方消費税交付金、
株式等譲渡所得割交付金、自動車
取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金

※その他①
▶分担金および負担金、使用料お
よび手数料、財産収入、寄附金、
繰越金

科　　目 本年度当初 前年度当初 比較増減 前年度比
国民健康保険 4 億 6,108 万円 3 億 9,680 万円 6,428 万円 16.2％

介護保険 6 億 1,950 万円 5 億 8,879 万円 3,071 万円 5.2％

後期高齢者医療保険 5,727 万円 5,649 万円 78 万円 1.4％

簡易水道 9,797 万円 1 億 317 万円 △ 520 万円 △ 5.0％

公共下水道事業 1 億 88 万円 1 億 970 万円 △ 882 万円 △ 8.0％

農業集落排水事業 4,988 万円 5,164 万円 △ 176 万円 △ 3.4％

鳥取県西部町村情報公開・
個人情報保護審査会

47 万円 50 万円 △ 3 万円 △ 4.8％

合　　計 13 億 8,705 万円 13 億 709 万円 7,996 万円 6.1％

特別会計

地
方
交
付
税
は
減
額
見
込
み

厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
ず

歳
入

事
業
の
充
実
を
図
り

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

歳
出

日
野
町
版
地
方
創
生
の
実
現
へ

　

町
の
予
算
に
は
、
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会

計
と
は
別
に
経
理
す
る
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険

を
は
じ
め
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な

ど
、
7
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
、
当
初
予
算
の
総
額
は

13
億
８
７
０
４
万
７
千
円

（
前
年
比
6
・
1
㌫
増
）で
す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
金
を
繰
り
出
し
て
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
給
付
に
か

か
わ
る
繰
出
金
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
高

い
水
準
で
推
移
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
一
般
会
計
を

圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
繰
出
金

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
へ
の
加
入
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
介
護
予
防
や
健
康
づ

く
り
に
よ
る
医
療
費
抑
制

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
険
会
計
へ
の
繰
出
し
金
は

年
々
増
加
傾
向

特
別
会
計


